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第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
11
日
は
、
報
告
、
専
決
処
分
の
承
認
２
件
、
人
事
案

件
、
規
約
の
変
更
３
件
、
一
般
会
計
ほ
か
２
特
別
会
計
補
正
予
算
、

一
般
会
計
ほ
か
５
特
別
会
計
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

12
日
は
前
日
に
引
続
き
各
会
計
決
算
認
定
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
19
日
は
、
意
見
書
案
９
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
７
人
の
議
員
が
７
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
村
長

の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
、
会
期
を
１
日
残

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平成28年度６会計決算を認定

歳入62億7943万7千円
歳出60億9398万6千円

第３回定例会

報

告

▼ 

平
成
28
年
度
更
別
村
財
政
健
全

化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
に

係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

平
成
28
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

健
全
段
階
と
判
定
さ
れ
た
旨
の
内

容
が
議
会
に
対
し
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。専

決
処
分
の
承
認

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認

　

上
更
別
消
防
会
館
の
サ
イ
レ
ン

が
故
障
し
、
火
災
の
消
火
活
動
な

ど
に
支
障
を
来
た
す
た
め
早
急
に

修
繕
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
専
決

処
分
に
よ
り
緊
急
に
予
算
を
補
正

し
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認

　

火
葬
場
の
霊
台
車
が
故
障
し
、

火
葬
に
支
障
を
来
た
す
た
め
早
急

に
修
繕
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
専

決
処
分
に
よ
り
緊
急
に
予
算
を
補

正
し
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

任

命

同

意

▼ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

次
の
方
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

更
南
区　

佐
藤　

正
範　

氏

規
約
の
変
更

▼ 

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

▼ 

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

▼ 

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

組
合
へ
の
加
入
者
変
更
等
に
伴

い
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。補

正

予

算

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

主
に
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
、
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
改
修
事

業
の
増
額
で
、
１
億
５
千
７
８
６

万
８
千
円
の
追
加
補
正
を
行
い
、

総
額
47
億
５
千
９
０
７
万
７
千
円

と
な
る
も
の
で
す
。

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

[

事
業
勘
定]

　

主
に
は
、
過
年
度
過
誤
納
還
付

金
の
増
額
で
、
59
万
６
千
円
の
追

加
補
正
を
行
い
、
総
額
６
億
２
千

５
９
８
万
３
千
円
と
な
る
も
の
で

す
。

[

診
療
施
設
勘
定]

　

主
に
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の

内
容
変
更
を
行
う
も
の
で
、
総
額

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

[

事
業
勘
定]

　

主
に
は
、
過
年
度
過
誤
納
還
付

金
の
増
額
で
、
４
４
５
万
２
千
円

の
追
加
補
正
を
行
い
、
総
額
３
億

４
千
４
３
８
万
２
千
円
と
な
る
も

の
で
す
。

[

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定]

　

主
に
は
、
包
括
的
支
援
等
事
業

の
増
額
で
、
９
万
１
千
円
の
追
加

補
正
を
行
い
、
総
額
１
７
９
万
９

千
円
と
な
る
も
の
で
す
。

決

算

認

定

▼ 

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

▼ 

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼ 

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

▼ 

平
成
28
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼ 

平
成
28
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼ 

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

以
上
の
６
件
は
、
２
日
間
の
審

議
の
結
果
、
全
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。



（　）3

　監査委員は、毎会計年度、村の決算が正しく行われてい

るか審査し、村長に意見書を提出します。村長は、監査委員

の意見書を付けて、決算書を議会に提出し認定を受けます。

･･･ 意見書の概要（審査結果）･･･

　審査に付された平成28年度一般会計ほか５特別会

計の歳入歳出決算に関し、各会計歳入歳出決算事項別

明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書

並びに基金管理運用状況調に基づき審査の結果、計数

に誤りは認められなかった。また、健全な財政運営に

努めるとともに、基金の運用についても適正に執行さ

れていたと認められた。なお、平成28年度に発覚し

た職員による公金着服という重大な不祥事は弁済によ

り村への損失はないものの平成27年度と平成28年度

の２年間にわたって決算に影響している。二度とこの

ような不正が行われないよう、公金の取扱いについて

全庁的な内部けん制の強化を行うなど、村が一丸とな

って再発の防止に努められたい。

平成28年度各会計決算
 （単位：千円）

会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一 般 会 計 4,754,163 4,574,924 179,239

特　
　

別　
　

会　
　

計

国
保
会
計

事 業 勘 定 631,420 630,266 1,154

診 療 施 設
勘 定

324,313 324,212 101

後期高齢者医療事業 53,242 53,134 108

介
護
保
険

事 業 勘 定 299,873 295,420 4,453

サービス事業
勘 定

1,873 1,780 93

簡 易 水 道 事 業 53,307 53,156 151

公共下水道事業 161,246 161,094 152

合　　　計 6,279,437 6,093,986 185,451

第３回定例会　審議した議案と各議員の賛否 ※松橋昌和議長は採決には加わりません。

種類 件　　　　　　　　名

安
村　

敏
博

太
田　

綱
基

髙
木　

修
一

織
田　

忠
司

上
田　

幸
彦

村
瀨
　
泰
伸

本
多　

芳
宏

審
議
結
果

報告 平成28年度財政健全化判断比率及び公営企業に係る資金不足比率の報告の件 － － － － － － － 報 告 済

承

認

平成29年度一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認議決

平成29年度一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認議決

議　
　
　
　
　

案

教育委員会委員の任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意議決

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

北海道市町村総合事務組合規約の変更の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度一般会計補正予算（第５号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認　
　
　
　

定

平成28年度一般会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

平成28年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

平成28年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

平成28年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

平成28年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定議決

意　
　
　
　

見　
　
　
　

書

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「新たな高校教育に関する指針」の見直しを求める意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

特別支援学校の設置基準の策定、及び、特別支援学級の学級編制基準の改善を求める意見書
の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「国の責任による35人以下学級の前進」を求める意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金制度の確立を求める意見書
の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「全国森林環境税」の創設に関する意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

道教委「新たな高校教育に関する指針」を抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな学びを
保障する高校教育を求める意見書の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

教職員の長時間労働是正を求める意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

適正な地方財政計画の策定を求める意見書の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

監査委員の審査意見
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国、道に対して意見書を提出しました意 見 書
林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書

　森林の整備などを着実に進めるための財源確保仕

組みの創設や、吸収源対策の推進や森林整備事業及

び治山事業の財源確保、森林整備から木材の加工・

流通、利用までの一体的な取り組みに対する支援措

置充実・強化を求めるものです。

（提出者）本多芳宏

（賛成者）安村敏博、太田綱基、髙木修一

　　　　　織田忠司、上田幸彦、村瀨泰伸

「新たな高校教育に関する指針」の見直し
に関する意見書

　子どもの学ぶ権利や教育の機会均等を保障する立

場から「新たな高校教育に関する指針」を検討・見

直し、独自に少人数学級を高校で実施し、機械的高

校統廃合を行わないことを求めるものです。

（提出者）髙木修一

（賛成者）上田幸彦、本多芳宏

特別支援学校の「設置基準」策定、及び、
特別支援学級の学級編制基準の改善を求め
る意見書

　特別支援学校には設置基準がないため、子どもと

教職員に負担を強いるだけで、学校の新増設は進ま

なく、また、学年差、年齢差に応じた指導が必要で

あるにも関わらず、充分な対応ができないのが現状

であることから、特別支援学校の設置基準策定、特

別支援学級の学級編制基準の改善を求めるものです。

（提出者）安村敏博

「国の責任による35人以下学級の前進」を
求める意見書

　国の責任で、小学校３年生以降の35人以下学級を

計画的に前進させること、標準法を改正して教職員

定数改善計画を立てることを求めるものです。

（提出者）村瀨泰伸

（賛成者）安村敏博

国の教育予算を増やして「高校無償化」を
復活し、給付制奨学金制度の確立を求める
意見書

　学ぶ権利を保障するため、世界にも例のない高校

授業料への所得制限は直ちに中止し、教育予算を増

やした上で、高校無償化を復活し高校生等奨学給付

金を拡充して給付制奨学金制度を確立することを求

めるものです。

（提出者）太田綱基

「全国森林環境税」の創設に関する意見書

　山村地域の市町村による森林吸収現対策の推進や

安定した雇用の場の確保などの取組みに対する財源

の強化は喫緊の課題であり、森林・林業・山村対策

の抜本的強化を図るため全国森林環境税の早期導入

を求めるものです。

（提出者）髙木修一

（賛成者）村瀨泰伸、本多芳宏

道教委「新たな高校教育に関する指針」を
抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな
学びを保障する高校教育を求める意見書

　地域の意見・要望を十分反映させ、地域の経済・

産業・文化の活性化を展望した新たな「高校配置計

画」「高校教育制度」を創り出していくことを求め

るものです。

（提出者）上田幸彦

（賛成者）太田綱基、髙木修一、織田忠司

教職員の長時間労働是正を求める意見書

　長時間労働が社会問題化し「働き方改革」が求め

られている中で、「給特報」により「労基法」の一

部適用除外となっていることから議論の対象外にな

っている教職員についても、実効性ある超過勤務削

減策を求めるものです。

（提出者）織田忠司

（賛成者）安村敏博、髙木修一、上田幸彦

適正な地方財政計画の策定を求める意見書

　地方自治体の基金は、地方交付税の削減や自治体

にかかわる国の突然な政策変更、リーマンショック

などの経済環境変動下でも、災害の復旧・復興や住

民の福祉向上のために必要な事業に対応できるよう、

財政支出の削減等に努めながら積み立てたものであ

ることから、これを地方財政計画へ反映しないこと

を求めるものです。

（提出者）太田綱基

（賛成者）安村敏博、髙木修一、織田忠司、

　　　　　上田幸彦、村瀨泰伸、本多芳宏
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ページ 質　問　事　項 質問議員

６ 更別村の豊かな自然・景色をテーマにした更別の森構想等を、
志ある村民と一緒に考える時ではないか 村　瀨　泰　伸

７ 農業の持続的発展、維持に向けた実現可能な具体的諸対策の取
組みについて 安　村　敏　博

８ ジャガイモシストセンチュウの対策について 織　田　忠　司

９ 旧更南小学校グランド跡地の再整備について 上　田　幸　彦

10 子育て応援課、園（幼稚園、保育園）、保護者との情報と意識
の共有について 太　田　綱　基

11 子育て環境の整備について 髙　木　修　一

12 役場庁舎の環境整備 本　多　芳　宏

　一般質問とは、議員個人が村の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を村長など

に求め、村が村民のための適切な村政運営を進めているかを議員がチェックするものです。質問は、

議案とは関係なく村政全般について認められます。更別村議会では、効率的な議会運営を目的に、質

問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」を採用し、議員はその内容に添

って質問します。また、質問の方式は、一問一答方式で、１項目ごとに質問と答弁を行います。質問

時間は質問と答弁を合わせて１人90分以内、質問回数は１項目３回までとしています。できるだけ多

くの方に傍聴していただきたいので、一般質問はなるべくナイター議会で行うようにしています。

７人の議員が
　　７項目について質問

一般質問
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村
瀨
議
員

村
に
植
樹
す
る
目
的

は
色
々
あ
る
中
、
開
村
70
周
年
記

念
植
樹
祭
は
期
待
通
り
で
あ
っ
た

か
。
旧
更
南
中
学
校
跡
地
に
３
種

類
を
植
樹
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が

育
ち
こ
こ
で
花
見
が
出
来
る
か
。

　

私
は
本
気
で
具
体
的
に
桜
見
の

出
来
る
場
所
が
出
来
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
ま
す
。

　

総
合
計
画
策
定
中
に
、
更
別
村

の
魅
力
の
上
位
に
「
豊
か
な
自
然
」

と
あ
り
、
正
し
く
は
景
色
と
考
え

る
が
、
そ
の
魅
力
を
ど
の
様
に
高

め
る
の
か
、
具
体
的
に
進
め
る
に

は
、
先
ず
そ
の
定
義
を
行
い
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
等
、
更
別
村

の
豊
か
な
自
然
・
景
色
を
テ
ー
マ

に
し
た
更
別
の
森
構
想
を
立
て
る

事
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
村
づ

く
り
に
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
①
更
別
村
の
魅
力
を
高
め
る
。

森
林
計
画
は
。
更
別
村
の
豊
か
な

自
然
・
景
色
を
テ
ー
マ
に
し
て
更

別
の
森
構
想
を
樹
立
し
、
更
別
村

の
自
然
保
護
・
観
光
の
面
で
自
然

環
境
を
充
実
さ
せ
る
時
で
は
な
い

か
。
②
村
に
も
桜
が
咲
き
ま
す
。

ス
モ
モ
の
里
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

南
６
線
付
近
の
保
安
林
内
の
桜
で

す
。
こ
こ
の
一
帯
を
更
別
の
桜
見

の
出
来
る
場
所
と
し
て
、
少
な
い

経
費
で
整
備
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
市
街
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

は
鉄
道
跡
地
を
利
用
し
、
沿
線
に

桜
並
木
に
す
る
等
住
民
参
画
に
よ

り
進
め
て
は
。
③
ス
モ
モ
が
足
り

て
い
ま
す
か
。
30
年
経
っ
た
ス
モ

モ
の
里
。
今
地
方
創
生
で
ス
モ
モ

の
商
品
が
期
待
さ
れ
更
に
前
へ
。

益
々
ス
モ
モ
が
必
要
と
な
り
不
足

す
る
の
で
は
な
い
か
。
ス
モ
モ
の

木
を
民
地
に
植
樹
さ
せ
て
頂
け
な

い
か
。
春
に
な
る
と
村
内
一
面
白

い
花
が
咲
き
、
日
本
一
美
し
い
村

が
出
来
る
。
④
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

樹
氷
と
ヤ
チ
カ
ン
バ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
。
ヤ
チ
カ
ン
バ
保
護
の
観
点
と

観
光
資
源
と
し
て
今
や
更
別
の
ビ

ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
湿
原
地
に
移
植

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

保
護
の
視
点
か
ら
新
た
に
委
員
会

を
設
置
し
て
は
。「
湿
原
・
樹
氷
・

ヤ
チ
カ
ン
バ
」
の
景
観
は
、
更
別

村
の
魅
力
を
高
め
る
。

　

更
別
村
の
魅
力
・
強
み
は
、
豊

か
な
自
然
・
災
害
や
犯
罪
が
少
な

い
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
と
し
て

ま
す
。
そ
の
魅
力
を
高
め
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
、
行
政
主
導
で

進
め
る
の
か
、
村
民
と
繋
が
り
協

働
で
住
民
参
画
を
進
め
る
か
、
更

別
村
の
豊
か
な
自
然
・
景
色
を
テ

ー
マ
に
し
て
更
別
村
の
森
構
想
を

立
て
る
時
で
は
な
い
か
10
・
30
年

後
の
姿
を
、
志
あ
る
村
民
と
一
緒

に
な
っ
て
明
日
の
村
づ
く
り
の
為

に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
更
別
村
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
具
体

的
な
提
案
を
含
め
ま
し
て
、
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村　
　

長

ご
質
問
の
一
点
目
の

「
自
然
・
景
観
を
テ
ー
マ
に
し
た

更
別
の
森
構
想
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
ご
提
案
の
詳
細
は
不
明
な
と

こ
ろ
で
す
が
、「
観
光
を
目
的
と

す
る
ま
と
ま
っ
た
森
林
の
造
成
」

と
い
う
よ
う
に
捉
え
ま
す
と
、
未

利
用
の
村
有
地
を
活
用
し
た
植
樹

祭
を
実
施
し
新
た
な
森
林
づ
く
り

を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
用
地
の
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

５
年
を
目
安
に
実
施
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

景
観
を
形
成
す
る
素
材
と
な
っ

て
お
り
ま
す
耕
地
防
風
林
に
つ
き

ま
し
て
は
、
作
業
効
率
を
優
先
す

る
た
め
伐
採
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

「
耕
地
防
風
林
整
備
事
業
」
に
よ

り
苗
木
代
の
助
成
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
要
望
が
少
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
業
の
継

続
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

二
点
目
の
「
保
安
林
内
の
桜
見

の
で
き
る
場
所
の
整
備
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
森
林
内
で
花
見
を
楽

し
め
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、

安
全
の
た
め
枯
れ
枝
の
除
去
な
ど
、

相
応
の
環
境
整
備
が
必
要
に
な
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
森

林
内
に
花
見
の
出
来
る
場
所
を
整

備
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

三
点
目
の
「
民
地
へ
の
す
も
も

の
植
樹
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
昔

は
ど
こ
の
農
家
に
も
す
も
も
の
木

が
あ
っ
た
が
、
畑
に
良
く
な
い
害

虫
が
寄
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
と
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
過
去
の
経
過
か
ら
も
村

内
一
円
に
す
も
も
の
木
を
広
げ
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
。
な
お
、
す
も
も
を
使

っ
た
特
産
品
に
つ
い
て
は
、
堅
調

に
推
移
し
て
お
り
、
加
工
用
の
す

も
も
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
加
工
用
す
も

も
の
栽
培
地
の
造
成
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

四
点
目
の
ご
質
問
で
す
が
、
提

案
の
「
霧
氷
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
移
植
」

に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
で
あ
る

霧
氷
の
発
生
へ
の
影
響
も
調
査
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
慎
重
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
保
護
の
視
点
か
ら
新
た

な
委
員
会
を
設
置
し
て
は
」
と
の

こ
と
で
す
が
、
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
保
護
対
策
の
上
で
必
要
な

意
見
聴
取
を
行
い
な
が
ら
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
新
た
な
委
員
会
等
の
設
置

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
保
護
対
策
を
進
め
る
中
で
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
別
村
の
豊
か
な
自
然
・
景
色
を
テ
ー
マ
に
し
た
更
別
の
森
構
想
等
を
、
志
あ
る
村
民
と
一
緒
に
考
え
る
時
で
は
な
い
か

村長
─
５
年
を
目
安
に
植
樹
祭
を
実
施
し
、
加
工
用
す
も
も
の
栽
培
地
造
成
を
検
討
す
る
。

村瀨議員
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安
村
議
員

更
別
村
の
農
業
者
人

口
・
戸
数
は
残
念
な
が
ら
毎
年
減

少
が
続
き
、
平
成
29
年
度
に
は
専

業
農
家
戸
数
が
２
１
５
戸
と
し
て

い
る
。
様
々
な
要
因
に
よ
る
減
少

と
は
思
う
が
、
農
用
地
約
１
１
，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
維
持
、
継

続
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
少
な

か
ら
ず
農
家
戸
数
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
将
来
を

見
据
え
た
対
策
等
に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
今
後
心
配
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
も
含
め
、
更
別
村
と
し
て

の
農
業
振
興
方
策
等
に
つ
い
て
の

諸
課
題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま

す
。
①
更
別
村
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
平
成
27
年

か
ら
31
年
の
５
ヶ
年
で
新
規
就
農

者
を
目
指
す
研
修
制
度
や
農
業
体

験
な
ど
諸
対
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
検

討
内
容
経
緯
に
つ
い
て
現
状
を
説

明
願
い
た
い
。
②
平
成
27
年
一
般

質
問
で
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、

更
別
村
新
規
就
農
者
受
入
特
別
措

置
条
例
並
び
に
施
行
規
則
に
お
い

て
、
今
の
条
例
、
規
則
で
は
新
規

参
入
希
望
者
は
困
難
と
の
認
識
か

ら
改
訂
に
向
け
た
要
望
提
案
を
し

た
が
、
何
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

本
条
例
、
規
則
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
見
解
を
求
め
た
い
。
③
近
年

特
に
目
立
つ
酪
農
戸
数
の
加
速
度

的
な
減
少
傾
向
は
大
変
憂
慮
さ
れ

る
事
態
と
認
識
し
て
い
る
。
更
別

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
如

何
に
あ
る
べ
き
か
問
わ
れ
る
時
期

で
も
あ
る
。
益
し
て
今
後
加
速
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。
村
は
勇
断
を
以
っ
て

更
別
村
農
業
の
将
来
像
に
つ
き
選

択
肢
を
広
げ
検
討
し
、
基
本
指
針

を
明
確
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村　
　

長

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
農
家
戸
数
は
減
少
が
続
き
、
平

成
27
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

農
家
戸
数
は
２
３
４
戸
で
、
平
成

22
年
と
比
較
す
る
と
７
戸
が
減
少

し
て
お
り
、
農
家
戸
数
の
減
少
は
、

農
畜
産
物
の
生
産
量
の
減
少
の
み

な
ら
ず
、
農
村
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
に
も
支
障
を
来
た
し
か

ね
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
質
問
の

一
点
目
に
あ
り
ま
す
「
更
別
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
平
成
27
年
度
に
策
定
し
、

基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
産
業

振
興
と
雇
用
の
場
の
創
出
に
よ
り

賑
わ
い
と
元
気
を
つ
く
る
」
こ
と

を
掲
げ
、
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、「
農
業
を
体
験
す

る
仕
組
み
づ
く
り
、
新
規
就
農
を

目
指
す
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
の
検
討
」
を
進
め
る

と
し
て
お
り
、
減
少
の
著
し
い
酪

農
家
の
労
働
力
軽
減
を
図
り
持
続

可
能
な
酪
農
を
維
持
す
る
対
策
と

し
て
、「
哺
育
・
育
成
牛
預
託
施
設
」

を
平
成
28
年
度
か
ら
今
年
度
に
か

け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

畜
産
農
家
の
後
継
者
を
育
成
す
る

「
畜
産
研
修
農
場
」
の
整
備
に
つ

い
て
、
酪
農
・
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
内
に
生
産
者
を
含
め
た
検

討
部
会
を
平
成
28
年
度
に
設
置
し

検
討
を
進
め
て
お
り
、
部
会
か
ら

「
研
修
農
場
の
必
要
性
の
ほ
か
、

宿
泊
研
修
施
設
の
必
要
性
が
あ
る
」

と
中
間
報
告
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
を
受
け
、
更
別
農
業
経

営
・
生
産
対
策
推
進
会
議
に
お
い

て
、
畜
産
・
畑
作
を
含
め
た
「
宿

泊
研
修
施
設
」
の
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
、
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
の
協
力
員
会
議
に
生
産
者
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
加
え
、
視
察
等

を
重
ね
検
討
を
進
め
、
そ
の
結
果

を
元
に
今
年
度
中
に
方
向
性
を
出

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

二
点
目
の
ご
質
問
に
あ
り
ま
す

「
更
別
村
新
規
就
農
者
受
入
特
別

措
置
条
例
」
等
に
定
め
る
新
規
就

農
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
よ
り
ご
質
問
が
あ
り
、「
現
在

の
本
村
の
経
営
規
模
で
は
、
就
農

時
か
ら
多
額
な
施
設
投
資
の
負
担

が
伴
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
経
営
の
法
人
化
や
多
角
化
の

推
進
な
ど
、
様
々
な
形
態
を
模
索

し
て
無
理
な
く
就
農
で
き
る
環
境

の
整
備
を
含
め
各
種
要
件
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
会
、
農
協
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
先
ほ
ど
お
答
え
し
た

と
お
り
酪
農
・
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
に
お
い
て
、「
畜
産
研
修
農

場
」
の
整
備
検
討
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
宿
泊
研
修
施
設
」

及
び
「
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
検

討
を
始
め
て
お
り
、
整
備
の
方
向

性
が
ま
と
ま
り
次
第
、
研
修
か
ら

就
農
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

支
援
策
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
点
目
の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す

更
別
村
農
業
の
基
本
指
針
に
つ
い

て
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
二
国
間
協

議
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
国
際

情
勢
は
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
足
腰
の
強
い
生
産
基
盤
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
農
業
経
営
・
生

産
対
策
推
進
会
議
で
「
第
６
期
農

業
振
興
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
り
、

ま
た
、
村
の
第
６
期
総
合
計
画
も

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
そ
の
中
で
お
示
し
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
の
持
続
的
発
展
、
維
持
に
向
け
た
実
現
可
能
な
具
体
的
諸
対
策
の
取
組
み
に
つ
い
て

村長
─
就
農
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
年
度
内
に
方
向
性
を
ま
と
め
た
い

安村議員



（　）8

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
対
策
に
つ
い
て

村長
─
土
壌
検
診
へ
の
人
的
支
援
の
ほ
か
、
機
器
設
置
の
財
政
支
援
を
検
討
す
る
。

織
田
議
員

更
別
村
内
に
お
い
て

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
」
が
低
密
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、

発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
係
機
関
の
定
め
る
ル
ー
ル

に
基
づ
き
、
地
域
の
土
壌
検
診
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
圃
場
に

お
い
て
は
、
馬
鈴
し
ょ
の
作
付
も

き
ち
ん
と
４
年
以
上
の
輪
作
を
守

り
、
模
範
と
な
る
作
付
を
し
て
き

て
い
ま
す
。
い
つ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
が
圃
場
に
入
っ
た
の
か
、
思

い
当
た
る
原
因
が
わ
か
ら
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

先
ず
、
原
因
の
特
定
と
蔓
延
防
止

対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

発
生
地
域
に
お
い
て
は
、
蔓
延

防
止
の
為
に
毎
回
圃
場
を
出
る
と

き
の
機
械
等
の
洗
浄
な
ど
、
色
々

な
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
労
働

力
の
面
又
は
経
済
面
か
ら
も
大
変

負
担
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

風
評
被
害
も
一
部
心
配
さ
れ
ま
す
。

農
地
を
守
る
為
に
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

村
内
で
も
農
協
を
始
め
、
農
作
業

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
会
社
や
、

農
産
物
を
輸
送
し
て
い
る
会
社
で

も
蔓
延
防
止
の
為
に
、
洗
浄
な
ど

の
徹
底
を
務
め
て
い
ま
す
が
こ
れ

も
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
各
関
係
者
が
、
協

力
・
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
行

政
と
し
て
、
更
別
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
守
り
そ
の
基
本
と

な
る
農
地
を
守
る
上
か
ら
も
、
こ

の
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
蔓
延
防

止
の
為
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取

り
、
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
、

村
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

村

長

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
人
間
が
摂
取
し

て
も
人
体
に
影
響
は
な
く
、
圃
場

内
の
発
生
密
度
が
高
く
な
け
れ
ば

馬
鈴
し
ょ
の
生
育
に
も
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
抵
抗
性
品
種
以
外

の
馬
鈴
し
ょ
の
作
付
け
を
行
う
と
、

発
生
密
度
が
高
く
な
り
、
当
該
圃

場
で
の
馬
鈴
し
ょ
の
生
育
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
卵
を

内
包
し
た
シ
ス
ト
の
ま
ま
、
土
中

で
10
年
以
上
死
滅
す
る
こ
と
が
な

い
た
め
、
圃
場
内
の
土
に
ま
ぎ
れ

て
他
の
圃
場
へ
拡
散
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
植
物
防
疫
法

の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣

が
定
め
る
「
種
馬
鈴
し
ょ
検
疫
規

程
」
に
お
い
て
、
有
害
動
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
馬
鈴
し
ょ
生
産
者

は
、
毎
年
「
使
用
予
定
種
馬
鈴
し

ょ
検
査
」
及
び
「
植
付
予
定
圃
場

検
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
般
、
当
該
検
査
を
実
施
し
た

来
年
の
馬
鈴
し
ょ
作
付
圃
場
５
５

９
筆
の
う
ち
１
筆
で
疑
似
サ
ン
プ

ル
が
検
出
さ
れ
、
更
別
農
協
か
ら

北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
同

定
検
査
を
依
頼
し
た
結
果
、
７
月

25
日
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
海
道
内
で
は
、
55
市
町
村
で

発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
十
勝

管
内
で
は
、
本
村
が
８
市
町
村
目

と
な
り
ま
す
。

　

ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
発
生
原

因
の
特
定
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
協
で
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

経
路
で
シ
ス
ト
を
含
ん
だ
土
が
進

入
し
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
は

事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
、
被
害
の
軽
減
に
向
け

た
対
策
を
執
り
進
め
る
た
め
、「
北

海
道
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
類
防
除
対
策
基
本
方
針
」
に

則
り
、
７
月
28
日
に
「
更
別
農
協

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

村
内
農
業
関
係
機
関
、
関
連
事
業

者
が
一
丸
と
な
っ
て
蔓
延
防
止
対

策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

蔓
延
防
止
対
策
と
し
て
は
、
４

年
以
上
の
適
正
輪
作
を
守
る
と
と

も
に
、
馬
鈴
し
ょ
を
作
付
け
す
る

場
合
は
抵
抗
性
品
種
を
導
入
す
る

な
ど
の
発
生
密
度
を
抑
制
す
る
対

策
の
ほ
か
、
圃
場
の
土
の
持
ち
出

し
、
持
ち
込
み
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者

は
も
と
よ
り
、
集
出
荷
等
の
関
連

事
業
者
に
対
し
て
も
車
両
洗
浄
の

励
行
等
が
周
知
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
収
穫
作
業
の
最
盛
期
で

あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
み
は
、
生

産
者
、
関
連
事
業
者
に
も
大
変
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
風
評
被
害
を
避

け
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
更
別
農
業
を
守
る
一
番
の
方
法

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
関
係
者
各
位
の
努
力

を
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
、
山
菜
取
り

な
ど
で
圃
場
に
立
ち
入
る
可
能
性

が
あ
る
一
般
住
民
に
対
し
て
は
、

今
月
発
行
の
広
報
さ
ら
べ
つ
９
月

号
に
お
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
発

生
地
域
の
特
定
を
行
う
た
め
の
土

壌
検
診
へ
の
出
役
な
ど
人
的
支
援

の
ほ
か
、
農
協
利
用
倉
庫
内
に
自

動
洗
車
装
置
や
コ
ン
テ
ナ
洗
浄
装

置
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
財
政
的

な
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

織田議員
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上
田
議
員

旧
更
南
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
跡
地
の
再
整
備
に
つ
い
て
、

人
口
対
策
、
あ
る
い
は
環
境
対
策

と
し
て
以
前
に
も
質
問
さ
せ
て
頂

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

旧
更
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
跡
地

は
、
約
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、

ド
ロ
ノ
キ
や
タ
モ
、
ク
ル
ミ
な
ど

の
大
木
も
育
っ
て
お
り
、
地
域
の

中
で
は
平
坦
地
で
景
観
も
よ
く
、

整
備
す
る
こ
と
で
郊
外
型
の
団
地

造
成
や
施
設
等
の
建
設
場
所
な
ど
、

多
く
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
土

地
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
23
年
に
植
栽
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
や

ア
オ
ダ
モ
の
外
に
ヤ
ナ
ギ
を
は
じ

め
雑
草
な
ど
も
生
い
茂
り
無
残
な

姿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に

残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

更
南
地
域
は
、
学
校
を
中
心
と

旧
更
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
跡
地
の
再
整
備
に
つ
い
て

村長
─
市
街
地
で
の
宅
地
分
譲
を
優
先
的
に
考
え
、
郊
外
型
の
分
譲
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
す
る

上田議員

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
当
時
の
人
口
は
更

別
、
上
更
別
に
次
ぐ
地
域
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
時

代
と
と
も
に
今
で
は
村
の
中
で
も

最
も
人
口
減
少
の
激
し
い
地
域
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
以
上
、
こ
の
地
域
を
疲
弊
さ
せ

な
い
た
め
に
農
業
の
振
興
策
は
勿

論
の
こ
と
、
公
共
用
地
で
あ
る
旧

更
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
跡
地
を
利

用
し
た
人
口
対
策
が
で
き
な
い
も

の
か
、
人
口
が
す
べ
て
だ
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
人
口
の
推

移
は
交
流
人
口
も
含
め
、
そ
の
地

域
の
活
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
再
度
の

提
案
と
な
り
ま
す
が
、
ド
ロ
ノ
キ

や
タ
モ
な
ど
の
大
木
を
活
用
し
た

ミ
ニ
公
園
の
造
成
と
郊
外
型
の
団

地
造
成
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

郊
外
型
の
団
地
造
成
は
、
村
内

で
は
、
民
間
が
手
掛
け
た
「
ど
ん

ぐ
り
団
地
（
更
別
東
区
）」
と
「
オ

ー
ク
ビ
レ
ッ
ジ
（
上
更
別
区
）」、

村
が
整
備
し
た
「
セ
オ
イ
の
里
（
勢

雄
区
）」
な
ど
が
あ
り
、
一
般
の

宅
地
分
譲
と
は
違
い
、
事
業
の
展

開
に
は
慎
重
さ
も
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、
環

境
を
整
え
た
上
で
村
の
政
策
で
あ

る
住
宅
建
設
補
助
や
起
業
者
に
対

す
る
補
助
な
ど
、
更
別
に
移
住
す

る
優
位
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
事
業
が
前

へ
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

村
と
し
て
、
こ
の
跡
地
に
つ
い

て
、
ど
の
様
な
検
討
が
な
さ
れ
、

ど
の
様
な
方
向
性
を
考
え
て
い
る

の
か
、
村
長
に
質
問
し
ま
す
。

村

長

旧
更
南
小
学
校
は
、

昭
和
59
年
３
月
に
小
学
校
と
し
て

の
歴
史
を
閉
じ
た
後
、
芸
術
を
志

す
愛
好
家
に
よ
る
「
ど
ん
ぐ
り
工

房
」
に
校
舎
や
住
宅
を
売
却
し
、

絵
画
や
木
工
な
ど
の
創
作
活
動
に

取
り
組
む
方
が
定
着
さ
れ
、
現
在

は
２
世
帯
が
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
グ
ラ
ン
ド
跡
地
に
つ
き
ま

し
て
は
、
閉
校
後
は
地
域
住
民
の

触
れ
合
い
や
活
動
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
内

人
口
の
減
少
等
と
共
に
グ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
利
用
が
次
第
に
減
少
し
、

樹
木
等
の
自
生
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
協
働
事

業
に
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で

環
境
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
村
全
体
と
し

て
の
自
然
環
境
保
全
な
ど
の
た
め

に
、
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
等

の
補
助
を
受
け
、
敷
地
面
積
約
１
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
０
・
６
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
内
に
、
ミ
ズ

ナ
ラ
等
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

翌
年
以
降
は
、
村
有
林
の
生
育

管
理
と
し
て
、
同
補
助
事
業
に
よ

る
下
刈
と
、
森
林
保
護
事
業
に
よ

る
殺
鼠
剤
散
布
を
、
平
成
26
年
度

ま
で
の
３
年
間
行
っ
て
お
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
議
員
か
ら
質
問
の
、
ミ

ニ
公
園
の
造
成
と
郊
外
型
の
団
地

造
成
に
つ
い
て
、
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
村
の
更
別
市
街
地
以
外
の
宅

地
分
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
質

問
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
上
更
別

オ
ー
ク
ビ
レ
ッ
ジ
、
ど
ん
ぐ
り
団

地
が
民
間
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
、

村
に
お
い
て
は
セ
オ
イ
の
里
の
分

譲
を
行
い
平
成
26
年
２
月
に
完
売

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
中
の
「
更
別
村
第
６
期

総
合
計
画
」
の
中
で
も
重
点
的
な

取
り
組
み
と
考
え
て
お
り
、
宅
地

分
譲
に
つ
い
て
は
、
定
住
化
促
進

の
た
め
取
り
組
む
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
購
入
希
望
者
か
ら
は

生
活
の
利
便
性
が
求
め
ら
れ
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
更
別
市
街
地

に
お
け
る
分
譲
を
優
先
的
に
進
め
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
、

広
大
な
敷
地
を
魅
力
と
捉
え
、
郊

外
型
宅
地
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
一

定
程
度
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
郊
外
型
宅
地

造
成
を
進
め
る
に
は
造
成
に
か
か

る
コ
ス
ト
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後

見
込
ま
れ
る
行
政
コ
ス
ト
等
を
十

分　

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
当
該
地
に
お
い
て
は
、

植
樹
と
そ
の
後
の
管
理
に
補
助
事

業
を
活
用
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
移
住
定
住

対
策
の
観
点
と
し
て
は
、
更
別
市

街
地
で
の
宅
地
分
譲
を
優
先
的
に

考
え
、
郊
外
型
に
つ
い
て
は
、
移

住
希
望
者
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
等

を
調
査
し
、
実
施
の
可
否
を
判
断

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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子
育
て
応
援
課
が
設

置
さ
れ
約
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

子
育
て
応
援
課
は
、
子
ど
も
子
育

て
行
政
窓
口
の
集
約
化
に
よ
る
住

民
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
子
育

て
支
援
策
の
充
実
と
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
の
充
実
に
つ
な

げ
る
た
め
設
置
さ
れ
、
障
害
、
発

達
段
階
の
相
談
や
発
達
の
診
断
か

ら
健
診
、
支
援
等
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
げ
、
子
ど
も
子
育
て

の
司
令
塔
に
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
体
制
を
確
立
し
て
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
園
（
幼
稚
園
、
保
育
園
）

に
目
を
向
け
て
み
る
と
子
育
て
応

援
課
、
園
（
幼
稚
園
、
保
育
園
）、

保
護
者
と
の
情
報
交
換
す
る
場
や

取
り
組
み
、
意
見
を
聞
き
だ
す
方

法
に
つ
い
て
希
薄
に
感
じ
ま
す
。

子
育
て
応
援
課
、
園
（
幼
稚
園
、
保
育
園
）、
保
護
者
と
の
情
報
と
意
識
の
共
有
に
つ
い
て

村長
─
関
係
者
が
情
報
と
意
識
の
共
有
を
図
れ
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

保
護
者
の
気
づ
き
や
疑
問
に
思
う

こ
と
を
園
（
幼
稚
園
、
保
育
園
）

は
ど
う
聞
き
入
れ
、
ど
う
子
育
て

応
援
課
と
連
携
し
て
い
る
の
か
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
す
環
境
整
備
が

不
十
分
と
感
じ
ま
す
。
意
見
箱
を

設
置
し
て
意
見
、
質
問
、
回
答
、

共
有
ま
で
を
三
位
一
体
と
な
っ
て

情
報
交
換
を
し
、
共
有
で
き
れ
ば
、

表
面
化
し
て
こ
な
か
っ
た
問
題
や

未
解
決
の
ま
ま
だ
っ
た
問
題
な
ど

新
し
い
解
決
方
法
を
生
み
出
す
こ

と
も
出
来
る
と
思
い
ま
す
し
、
ひ

ら
め
き
や
気
づ
き
を
得
る
た
め
に

は
た
く
さ
ん
の
情
報
を
仕
入
れ
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
聞
き
取
り
、
創
り

あ
げ
た
環
境
整
備
が
村
長
の
目
指

す
日
本
一
の
子
育
て
村
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
民

も
一
緒
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

え
る
環
境
が
村
長
の
政
治
公
約
に

あ
る
子
育
て
応
援
課
を
設
置
し
た

意
味
に
も
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
教
育
現
場
の
経
験
者
だ
か
ら

こ
そ
、
強
く
課
題
を
感
じ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
子
ど

も
の
環
境
づ
く
り
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
お

伺
い
致
し
ま
す
。

村

長

子
育
て
応
援
課
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
保
護
者
と
の
情

報
交
換
す
る
場
や
取
り
組
み
、
意

見
を
聞
き
だ
す
方
法
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
気
づ
き
や
疑
問
に
思
う

こ
と
を
幼
稚
園
、
保
育
園
が
ど
う

聞
き
入
れ
、
ど
う
子
育
て
応
援
課

と
連
携
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に

通
わ
れ
て
い
る
保
護
者
と
し
て
は
、

そ
の
保
育
内
容
に
つ
い
て
疑
問
や

分
か
り
づ
ら
い
点
が
あ
る
の
は
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
は
、「
幼
稚
園
教
育
要
領
」

に
基
づ
く
教
育
課
程
・
指
導
計
画

を
、
保
育
園
は
「
保
育
所
保
育
指

針
」
に
基
づ
く
保
育
計
画
・
指
導

計
画
に
よ
っ
て
就
学
前
教
育
・
保

育
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
「
幼
稚

園
教
育
要
領
」「
保
育
所
保
育
指
針
」

の
「
ね
ら
い
・
内
容
」
で
あ
る
５

つ
の
領
域
、
つ
ま
り
、「
心
身
の

健
康
に
関
す
る
領
域
で
あ
る
・
健
康
」

「
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
領

域
で
あ
る
・
人
間
関
係
」「
身
近

な
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る

領
域
で
あ
る
・
環
境
」「
言
葉
の

獲
得
に
関
す
る
領
域
で
あ
る
・
言
葉
」

「
感
性
と
表
現
に
関
す
る
領
域
で

あ
る
・
表
現
」
に
つ
い
て
は
、
教

育
要
領
・
保
育
指
針
と
も
に
、
３

か
ら
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
全
て

同
じ
で
あ
る
た
め
、
幼
稚
園
、
保

育
園
で
の
「
遊
び
を
通
し
た
保
育

の
目
指
す
姿
」
は
、
同
じ
で
あ
り

ま
す
。
幼
稚
園
、
保
育
園
を
運
営

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
保
育
の
「
ね

ら
い
・
内
容
」
や
、
そ
の
位
置
づ

け
な
ど
を
、
保
護
者
が
理
解
で
き

る
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
園
か

ら
の
文
書
配
布
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
送
迎
時
、
参
観
日
・
運

動
会
な
ど
園
行
事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保

護
者
会
な
ど
、
保
護
者
と
接
す
る

機
会
な
ど
も
利
用
し
て
、
日
頃
よ

り
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

保
育
現
場
で
の
課
題
は
、
保
育

現
場
で
解
決
す
る
こ
と
が
大
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育

園
を
所
管
す
る
子
育
て
応
援
課
で

は
対
応
で
き
な
い
・
し
な
い
、
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

い
つ
で
も
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
と
お
り
、
情
報
交
換

す
る
環
境
づ
く
り
、
情
報
を
共
有

し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
現
場
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
保
護
者

と
幼
稚
園
・
保
育
園
、
子
育
て
応

援
課
が
、
共
同
保
育
者
と
し
て
共

通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
変
重

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法

論
の
一
つ
と
し
て
、
意
見
箱
の
設

置
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
意
見
箱
を
設
置
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
れ
が
短

絡
的
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
か
、
保
護
者
と
幼
稚
園
・

保
育
園
、
子
育
て
応
援
課
が
情
報

と
意
識
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
よ

う
、
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

太田議員
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子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

村長
─
更
別
地
区
で
は
、「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
の
移
行
が
望
ま
し
い

髙
木
議
員

現
在
、
上
更
別
地
区

で
は
幼
稚
園
型
の
認
定
こ
ど
も
園

が
建
築
中
で
あ
り
、
来
年
度
に
は

保
育
の
充
実
が
は
か
ら
れ
ス
タ
ー

ト
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た

子
育
て
の
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

更
別
地
区
の
現
状
は
、
公
立
の

幼
稚
園
、
民
間
に
よ
る
保
育
園
が

共
存
し
子
育
て
を
支
え
て
い
ま
す
。

前
村
長
の
時
か
ら
、
一
元
化
に
つ

い
て
は
検
討
さ
れ
、
西
山
村
長
に

継
承
さ
れ
少
し
ず
つ
実
現
に
向
け

進
ん
で
き
ま
し
た
。
上
更
別
地
区

で
は
、
一
元
化
と
は
違
い
幼
稚
園

の
建
て
替
え
の
一
環
で
の
こ
ど
も

園
移
行
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

何
度
か
質
問
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
一
元
化
に
向
け
て
検
討
し

進
め
て
い
く
と
の
発
言
が
あ
っ
た

が
、
現
在
、
ど
れ
く
ら
い
の
進
捗

状
況
か
情
報
提
供
が
出
来
る
範
囲

で
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
委
員
会
、
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
保
育
園
保
護
者
会
等
の
意
見

交
換
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
子
育
て
の
集
い
も
開
催
さ

れ
、
幼
稚
園
業
務
の
こ
ど
も
応
援

課
の
移
行
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
、
村
民
や
関
係
機
関
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

調
整
が
難
し
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
様
々
な
意
見
が
あ
る
中
、
村
、

行
政
の
方
向
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
も
現
状
の
情
報
だ
け
で
は
難

し
い
判
断
に
迫
ら
れ
ま
す
。
長
年
、

幼
稚
園
教
育
を
進
め
て
き
た
村
の

歩
み
も
あ
り
ま
す
。
上
更
別
地
区

と
の
較
差
が
で
き
る
事
が
無
い
よ

う
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
早

期
実
現
に
向
け
て
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

村

長
「
子
育
て
環
境
の
整

備
」
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て

も
、「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」

に
基
づ
く
総
合
的
か
つ
長
期
的
な

少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策

の
指
針
で
あ
る
「
少
子
化
社
会
対

策
大
綱
」
を
平
成
27
年
３
月
に
閣

議
決
定
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
よ
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
更
別
村
に
お
い
て
も
「
更
別

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

更
別
地
区
の
幼
保
一
元
化
に
つ

い
て
は
、
幼
稚
園
の
運
営
を
今
年

度
よ
り
教
育
委
員
会
か
ら
子
育
て

応
援
課
へ
移
行
し
て
お
り
、
上
更

別
地
区
に
つ
い
て
は
、
上
更
別
幼

稚
園
改
築
に
あ
わ
せ
た
幼
保
一
元

化
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
更
別
地
区

に
は
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
２
園

が
あ
り
、
保
護
者
の
就
労
状
況
な

ど
で
選
択
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
が
、
少
子
化
が
進
み
、

少
な
い
人
数
を
２
か
所
で
保
育
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

的
な
子
育
て
環
境
を
考
え
た
と
き

に
、
関
係
機
関
、
地
域
、
保
護
者

な
ど
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行
し
、
就
学
前
教

育
の
幼
保
一
元
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
認
定
を

受
け
る
に
は
、
一
つ
目
に
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
幼
児
教
育
・
保
育

を
提
供
す
る
機
能
、
つ
ま
り
、
保

護
者
が
働
い
て
い
る
、
い
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
受
け
入
れ
て
、
教
育
・

保
育
を
一
体
的
に
行
う
機
能
、
二

つ
目
に
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
を
行
う
機
能
、
つ
ま
り
、
す
べ

て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
子

育
て
不
安
に
対
応
し
た
相
談
活
動

や
、
親
子
の
集
い
の
場
の
提
供
な

ど
を
行
う
機
能
、
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
タ
イ
プ
に
つ

い
て
、
一
つ
目
は
、
認
可
保
育
所

が
幼
稚
園
機
能
を
備
え
る
「
保
育

所
型
」、
二
つ
目
は
、
認
可
幼
稚

園
が
保
育
所
機
能
を
備
え
る
「
幼

稚
園
型
」、
三
つ
目
は
、
認
可
保

育
所
と
認
可
幼
稚
園
が
一
体
的
な

運
営
を
行
う
「
幼
保
連
携
型
」、

四
つ
目
は
、
認
可
外
の
保
育
所
・

幼
稚
園
に
よ
る
「
地
方
裁
量
型
」

で
、
こ
れ
は
更
別
村
で
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

　

次
に
、
就
学
前
教
育
・
保
育
の

運
営
に
関
し
て
は
、
「
保
育
所
保

育
指
針
」「
幼
稚
園
教
育
要
領
」「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・

保
育
要
領
」
に
基
づ
き
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
「
ね
ら
い
・

内
容
」
で
あ
る
５
つ
の
領
域
、「
健

康
」「
人
間
関
係
」「
環
境
」「
言
葉
」

「
表
現
」
に
つ
い
て
は
、
３
か
ら

５
歳
児
は
、
全
て
、
一
字
一
句
、

同
じ
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
認
定

こ
ど
も
園
の
タ
イ
プ
を
選
択
し
て

も
、
就
学
前
教
育
・
保
育
の
内
容

が
変
わ
る
こ
と
が
な
い
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
更
別
地
区
の

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
認
可
保
育
所
と
し
て
平
成

16
年
か
ら
運
営
実
績
の
あ
る
社
会

福
祉
法
人
ど
ん
ぐ
り
福
祉
会
が
認

定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
認
可

保
育
所
か
ら
の
円
滑
な
移
行
の
た

め
に
は
「
保
育
所
型
の
認
定
こ
ど

も
園
」
と
し
て
、
就
学
前
教
育
・

保
育
の
幼
保
一
元
化
を
図
り
、
更

別
地
域
の
子
育
て
支
援
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
、

地
域
、
保
護
者
な
ど
の
理
解
を
得

る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

髙木議員
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本
多
議
員

近
年
の
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
思
わ
れ
る
異
常
気
象
に

よ
り
、
北
海
道
十
勝
に
お
い
て
も
、

気
象
観
測
の
上
で
も
過
去
に
例
の

な
い
よ
う
な
異
常
気
象
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
気
温
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
気
温
が
上
昇
し
て
も
北
海

道
ら
し
い
暑
さ
だ
っ
た
も
の
が
、

近
年
は
気
温
の
上
昇
と
共
に
内
地

府
県
と
同
様
に
不
快
を
感
じ
る
暑

さ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

こ
道
東
に
お
い
て
も
全
国
で
一
番

高
い
日
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
庁
舎
内
の
環
境

整
備
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
来
客
は
も
と
よ
り
、
職
員

の
職
場
の
環
境
改
善
の
為
に
も
冷

房
施
設
の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

次
に
、
今
団
塊
の
世
代
が
加
わ

り
益
々
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、 本多議員

役
場
庁
舎
の
環
境
整
備

村長
─
整
備
費
が
高
額
な
た
め
、
い
ろ
ん
な
工
夫
を
凝
ら
し
庁
舎
環
境
の
向
上
を
図
る

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
役
場
庁
舎

に
お
い
て
２
階
、
３
階
に
あ
る
階

段
の
障
壁
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
支
障

を
き
た
し
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
議

会
や
行
政
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
為
、
広
く
議
会
の
傍
聴
を
呼

び
か
け
ナ
イ
タ
ー
議
会
を
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
障
壁

を
解
消
し
な
け
れ
ば
、
住
民
の
積

極
的
な
住
民
参
加
の
行
政
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
為
に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整

備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

村
長
の
所
見
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

村

長

本
多
議
員
の
ご
質
問

に
あ
る
と
お
り
、
地
球
温
暖
化
が

叫
ば
れ
て
久
し
く
、
地
球
温
暖
化

の
緩
和
策
と
し
て
様
々
な
自
主
的

な
努
力
及
び
政
策
に
よ
る
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
夏
季
の
間

は
軽
装
化
に
よ
る
快
適
な
執
務
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
ク
ー

ル
ビ
ズ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
本
来
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
は
、

軽
装
化
に
よ
り
冷
房
時
の
室
温
設

定
を
上
げ
、
冷
房
設
備
の
使
用
に

伴
う
消
費
電
力
と
排
熱
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
な
ど
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
、
環
境

省
が
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
推
奨
す
る
室

温
は
28
℃
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
別
村
の
７
月
21
日
の
最
高
気

温
は
31
・
１
℃
で
、
こ
の
日
の
午

後
１
時
の
役
場
庁
舎
内
の
温
度
は

28
℃
で
あ
り
、
室
内
温
度
の
み
に

着
目
す
れ
ば
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
推
奨

の
室
温
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
全
体
に
冷
房
設
備
を
整
備

す
る
と
な
れ
ば
、
数
千
万
円
規
模

の
改
修
が
必
要
で
、
冷
房
設
備
の

整
備
が
本
当
に
住
民
の
望
む
と
こ

ろ
な
の
か
、
慎
重
に
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
、
更
別
村
で
最
高

気
温
が
30
℃
を
超
え
た
日
は
７
日

と
な
っ
て
お
り
、
仮
に
室
内
温
度

を
28
℃
に
設
定
し
た
と
す
れ
ば
、

年
間
に
冷
房
設
備
が
稼
働
す
る
日

は
数
日
に
留
ま
り
、
数
千
万
円
規

模
の
改
修
工
事
に
対
す
る
効
果
に

は
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
の
と
こ

ろ
庁
舎
全
体
に
冷
房
設
備
を
整
備

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
職
員
の
労
働
環
境
を
軽
視

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

職
員
の
健
康
に
影
響
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
よ
り
安
価
な

方
法
に
よ
り
室
温
を
下
げ
る
工
夫

を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
来
庁
さ
れ
る
方
に
、
冷

房
対
策
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
庁
舎
内
の
一
部
分
、
例
え

ば
会
議
室
な
ど
に
限
っ
て
冷
房
設

備
を
整
備
す
る
こ
と
も
検
討
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
庁
舎

を
訪
れ
る
方
に
は
心
地
よ
い
庁
舎

環
境
の
提
供
を
考
え
て
お
り
ま
す

し
、
職
員
が
快
適
な
環
境
で
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
重
要
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
来
の
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
趣
旨
を
考
え
、
さ
ら

に
は
村
の
財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
役
場
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
関
す
る
御
質
問
に
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

　

確
か
に
、
障
害
者
や
高
齢
者
の

方
に
と
っ
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
役
場
庁
舎

の
３
階
に
行
く
こ
と
は
大
変
な
困

難
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
構
造
上
建
物
の
内

部
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
設
置
費
用
が
高

額
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
設
置
工
事

に
要
す
る
費
用
や
設
置
後
の
維
持

管
理
費
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
時
間
を
か
け
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
き
た
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
階
段
の
昇
り
降
り
が

困
難
な
お
客
様
が
来
庁
さ
れ
た
際

に
は
、
職
員
自
ら
が
１
階
に
降
り

て
行
っ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
を
傍
聴
す
る
た
め

に
は
、
３
階
ま
で
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
庁
内
放
送
に
よ

り
１
階
の
ロ
ビ
ー
で
議
会
の
模
様

を
音
声
で
聴
け
る
よ
う
に
す
る
な

ど
の
工
夫
で
、
よ
り
多
く
の
方
に

議
会
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会

を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

▼
調
査
事
項

　

第
６
期
総
合
計
画
の
策
定
状
況

に
つ
い
て

▼
調
査
期
日

　

８
月
４
日

▼
調
査
結
果

　

総
合
計
画
は
す
べ
て
の
計
画
の

基
本
と
な
る
も
の
で
、
平
成
30
年

度
か
ら
平
成
39
年
度
ま
で
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
そ
れ
に

基
づ
く
計
画
的
な
取
り
組
み
を
定

め
る
も
の
で
、
更
別
村
は
、
基
本

構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の

３
段
階
で
構
成
し
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

基
本
構
想
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
村
民

の
意
見
を
広
聴
し
、
変
化
す
る
時

代
の
流
れ
や
住
民
が
求
め
る
ま
ち

づ
く
り
、
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
再

確
認
し
、
庁
内
の
検
討
会
議
や
夢

大
地
さ
ら
べ
つ
推
進
委
員
会
に
諮

問
す
る
従
前
の
策
定
方
法
の
他
に
、

新
た
に
住
民
が
参
画
し
た
村
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
若
年
層
か

ら
な
る
職
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
な
い
、
幅
広
く
色
々
な
意
見
を

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
文
教
常
任
委
員
会

取
り
入
れ
、
引
き
継
ぐ
べ
き
は
引

き
継
ぎ
、
新
た
な
視
点
が
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
も
住
民
の
考
え
や

若
い
職
員
の
考
え
を
得
た
中
で
の

計
画
と
し
て
い
る
。

　

意
見
を
深
く
聞
き
出
す
事
に
課

題
は
残
る
が
、
幅
広
い
意
見
を
集

約
し
、
第
６
期
総
合
計
画
の
第
１

段
階
に
な
る
基
本
構
想
が
整
理
さ

れ
て
い
る
。

　

基
本
構
想
を
経
て
、
第
２
段
階

の
基
本
計
画
、
第
３
段
階
の
実
施

計
画
へ
策
定
を
進
め
て
い
く
中
で

基
本
構
想
を
基
に
、
具
体
的
で
明

確
な
取
り
組
み
を
示
し
た
計
画
が

求
め
ら
れ
る
。

　

村
が
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
明

確
な
目
標
を
持
っ
た
強
靭
な
村
づ

く
り
、
課
題
に
取
り
組
む
体
制
づ

く
り
を
構
築
し
、
更
別
村
の
目
指

す
目
標
と
計
画
を
結
び
つ
け
、
問

題
解
決
で
き
る
よ
う
十
分
協
議
し
、

更
別
村
の
特
色
を
示
し
て
い
く
事

が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
に
地
方
分
権

改
革
と
し
て
基
本
構
想
の
策
定
義

務
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
規
定
は
「
計

画
的
行
政
運
営
を
図
る
た
め
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
策
定
す
る
視
点
が

行
政
計
画
か
ら
公
共
計
画
に
変
わ

り
、
協
働
に
進
展
し
て
い
く
中
で
、

村
独
自
で
機
動
的
な
取
り
組
み
に

向
け
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
運

用
の
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

▼
調
査
事
項

　

農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て

▼
調
査
期
日

　

８
月
31
日

▼
調
査
結
果

　

調
査
に
当
た
り
、
産
業
課
長
か

ら
概
要
説
明
を
受
け
、
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
気
象
デ
ー

タ
を
基
に
蒔
き
付
け
か
ら
の
推
移

の
説
明
。
秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て

は
既
に
収
穫
が
終
了
し
て
お
り
、

平
成
27
年
に
次
ぐ
高
い
収
量
に
な

る
見
通
し
と
の
説
明
。

　

ま
た
、
今
年
は
８
月
ま
で
は
好

天
に
め
ぐ
ま
れ
各
作
物
と
も
順
調

生
育
し
て
い
た
が
、
８
月
に
入
っ

て
か
ら
曇
天
と
低
温
が
続
い
た
影

響
で
生
育
が
鈍
り
豆
類
の
さ
や
の

数
が
少
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た

後
、
４
品
目
の
作
物
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
行
い
、
小
豆
、
金
時
、

大
手
亡
の
さ
や
の
観
察
で
着
数
を

確
認
し
た
。

ア　

金
時

　

草
丈
は
平
年
並
み
だ
が
生
育
が

遅
れ
、
着
莢
数
は
１
～
２
割
少
な

い
。

イ　

大
手
亡

　

生
育
は
遅
れ
、
着
莢
数
は
３
～

４
割
少
な
い
。

ウ　

小
豆

　

草
丈
は
あ
る
が
、
生
育
が
遅
れ

着
莢
数
は
１
～
２
割
少
な
い
。

エ　

甜
菜

　

移
植
は
平
年
並
み
に
推
移
し
て

い
る
が
、
直
播
は
や
や
遅
れ
気
味

で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
農
作
物
の
生
育

状
況
は
豆
類
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
と
、
圃
場
に
よ
っ
て
は
、
豆

類
の
過
作
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
障

害
の
あ
る
所
も
あ
り
、
輪
作
の
重

要
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
登
熟
期
を
迎
え
る
豆

類
に
お
い
て
は
、
好
天
に
恵
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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▼
本
年
、
基
幹
産
業
で
あ
る
更
別

農
業
の
主
要
生
産
物
の
収
穫
量
は

断
続
的
天
候
不
順
に
も
拘
わ
ら
ず

平
年
作
以
上
の
生
産
量
が
確
保
さ

れ
る
見
込
み
と
な
り
、
一
応
に
安

堵
し
て
い
る
所
で
す
。
農
業
者
の

日
々
弛
ま
ぬ
努
力
の
成
果
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

▼
一
方
、
台
風
十
八
号
は
粗
飼
料

で
あ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
倒
伏
被

害
を
も
た
ら
し
、
今
後
の
生
乳
生

産
量
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

▼
開
村
七
十
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
村
は
上
更
別（
仮
称
）認
定
こ

ど
も
園
の
着
工
、
民
間
就
労
支
援

施
設
誘
致
支
援
、
Ｊ
Ａ
哺
育
・
預

託
施
設
支
援
な
ど
多
く
の
対
応
支

援
を
講
じ
て
い
ま
す
。
よ
り
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
助
長
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▼
議
会
で
は
今
、
地
方
議
会
の
衰

退
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
議

会
の
活
性
化
や
議
員
の
な
り
手
対

応
な
ど
に
つ
き
協
議
を
重
ね
て
い

ま
す
。
年
度
末
に
は
基
本
方
針
案

を
定
め
る
べ
く
進
め
て
い
ま
す
が

広
く
村
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

戴
く
機
会
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
安
村
委
員　

記
）

８
月

２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

３
日
　
新
篠
津
村
議
会
行
政
視
察

４
日
　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

21
～
22
日
　
議
会
広
報
研
修
会
に

議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

議
長
出
席

26
日
　
（
仮
称
）
社
会
福
祉
施
設

整
備
事
業
　
就
労
支
援
事

業
所
新
築
工
事
安
全
祈
願

祭
に
議
長
出
席

29
日
　
東
松
島
市
議
会
議
員
研
修

訪
問

30
日
　
東
松
島
市
長
・
東
松
島
市

議
会
表
敬
訪
問

31
日
　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

９
月

１
日
　
更
別
村
功
労
者
表
彰
式
に

議
長
出
席

１
日

　
全
員
協
議
会

２
日

　
第
５
旅
団
創
立
13
周
年
・

帯
広
駐
屯
地
創
設
66
周
年

記
念
行
事
に
議
長
出
席

４
日

　
哺
育
・
育
成
牛
預
託
施
設

修
祓
式
に
議
長
出
席

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
～
８
日
　
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
陣
中
見
舞
い
に
議
長
出

席

11
～
19
日
　
第
３
回
議
会
定
例
会

15
日
　
更
別
村
敬
老
会
に
議
長
出

席

29
日
　
２
村
議
会
議
員
交
流
会
に

全
議
員
出
席

30
日
　
更
別
中
央
中
学
校
文
化
祭

に
議
長
出
席

30
日
　
更
別
村
と
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
と
の
包
括
連
携
協
定
締

結
式
に
議
長
出
席

 

10
月

18
日
　
和
歌
山
県
上
富
田
町
議
会

行
政
視
察

20
日
　
更
別
村
教
育
研
究
大
会
に

議
長
出
席

21
日
　
札
幌
さ
ら
べ
つ
会
に
議
長
、

太
田
議
員
出
席

25
日

　
議
会
運
営
委
員
会
（
広
報
）

30
日

　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

30
日

　
教
育
懇
談
会
に
産
業
文
教

常
任
委
員
出
席

豊
か

さ
・

安
心

・
笑

顔
あ

ふ
れ

る
夢

大
地
　
さ
ら
べ
つ
議
会

12月定例会（予定）

12月11日開会
議会は公開しています。
� いつでも傍聴できます。

◆議会を傍聴しませんか◆

　議会の会議は、本会議、各常任委員会とも公開し

ています。今、何が行政課題となっているか、議員

の活動を通じて知っていただくために、ぜひ一度、

傍聴においでください。受付簿に住所、氏名、年齢

を記載していただければ、自由に傍聴できます。会

議の日程は変更する場合がありますので、詳しくは

議会事務局までお問い合わせください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

問合せ先　議会事務局　☎52-2117

　議会では、村政全般にわたっ

て村内の団体等と意見交換を行

うため、議会懇談会を開催して

います。

　皆さんからいただく貴重なご

意見は、議員活動の参考とさせ

ていただきます。

　議会事務局までお気軽にご連

絡ください。

議会事務局（☎52-2117）

議会議員と
懇談
しませんか？


